
～「おでかけ」できるまちを目指して～

発 表 者 ： 曽我部 麻衣
機械操作： 栁 美由紀

愛知県豊田市

社会福祉法人福寿園
地域密着型複合福祉施設
ひまわり邸



施設紹介

ひまわり邸は、平成24年4月に地域密着

型複合福祉施設として設立されました。

「愛と感謝と奉仕」の心で出会いとふれ

あいを大切に「和」を以ってあたたかみ

の溢れる施設づくりを目指しています。

【今井施設長からのコメント】

豊田市においても交通死亡事故の半数が

高齢者という状況のため喫緊の課題に挑戦

してくれました。統計資料だけでなく、地

域住民からも聞き取りながら現状把握を行

い、課題達成型ＱＣにも挑戦してくれまし

た。大いに参考になる活動だと思いますの

で、発表大会でも頑張ってください。
平成３０年 10月 25日
作成者：照屋 圭佑

【浅野管理者からのコメント】

いつも地域の高齢者に寄り添っている

プランセンターと包括が、地域の高齢者が

安心して暮らせる街づくりを目指した課題

に取り組み、達成できたことをうれしく思

います。堂々と発表し発信してください。



＜グループ紹介＞

構成人数：10名
施設のQC活動年数：7年
現メンバーでの活動歴：1回目
平均年齢：43.2歳
構成メンバー職種：主任介護支援専門員

介護支援専門員
社会福祉士
保健師

活動時間：業務時間内
活動期間：6ヶ月
ミーティング回数：10回
平均ミーティング時間：60分

サークル紹介

平成30年 5月 11日
作成者：照屋 圭佑
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1
一人暮らしの方のアセスメント
が十分にできない

◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ △ ○ ○ 13,824 4

2
ケアマネ・包括間でスムーズな
連携が十分ではない

◎ ○ ◎ △ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ △ ○ ○ 15,552 3

3
どのタイミングで包括に相談し
ていいか分からない

◎ ○ ○ △ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ 13,824 4

4 社会資源の活用ができていない ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 41,472 2

5
車の運転を止めると生活に支障
が出てくる

○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ 93,312 1

6
一人暮らしで認知症のある方の
服薬管理ができない

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12,288 6

問 題 点
（有害／有益な環境側面）

評価基準

テーマ選定

平成３０年 5月 20日
作成者：曽我部 麻衣



活動項目 担当 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月

テーマ選定 全員

活動計画 照屋

現状把握 全員

課題の明確化 全員

方策の立案 柳

最適案の追求 嶋村・望月

最適案の実施 全員

効果の確認 全員

波及効果 嶋村

歯止め 岡田

反省とまとめ 全員

活動計画と実施     計画　　　　　　　　　　　実施

平成30年 5月 25日
作成者：照屋 圭佑



課題達成型の手順 評価点 問題解決型の手順の場合

①今までに経験したことのない初
めての仕事をやり遂げたい。

（新規事業対応）
2 0

①従来からの仕事の中の問題を
解決したい。

②現状レベルを大きく打破したい。
（現状打破） 2 0

②現状レベルを維持・向上
させたい。

③魅力的品質・魅力的レベルに
挑戦したい。

（魅力的品質の創造）
2 0

③当たり前品質・当たり前レベル
を確保したい。

④予測される課題を先取りして
対処したい。

（新規業務への対応）
2 1

④発生している問題を
再発防止したい。

⑤方策・アイデアの追求と実施で
ねらいが達成できそう。 2 2

⑤問題の原因究明とその原因を
除去することで解決できそう。

合計点A 10 3 合計点B

3段階評価：大＝2、中＝1、小＝0

QCストーリーの判定表

平成30年 5月 30日
作成者：西尾 玲美



平成３０年 6月 18日
作成者：曽我部 麻衣
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現状把握①
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死亡事故における人的要因比較（平成28年）

≪75歳以上高齢運転者≫ ≪75歳未満の運転者≫

0% 10% 20% 30% 40%

ハンドル等の
操作誤り

内在的前方不注意
（漫然運転等）

安全不確認

判断の誤り

脇見運転死亡事故件数：459件
※調査不能が46件

死亡事故件数：2,951件
※調査不能が118件

このうち、
ハンドルの
操作誤り

15％
(69件)

ブレーキと
アクセルの
踏み間違い

5.9％
(27件)

このうち、
ハンドルの
操作誤り

11％
(320件)

ブレーキと
アクセルの
踏み間違い

0.7％
(20件)

※ 警察庁資料より引用 平成３０年 6月 18日
作成者：照屋 圭佑

現状把握①

18.5％

8.5倍
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※ 警視庁資料より引用 平成３０年 6月 19日
作成者：西尾 玲美

現状把握①

倍増



平成３０年 6月 18日
作成者：照屋 圭佑
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現状把握① 高齢運転者の交通事故の現状

平成３０年 6月 13日
作成者：曽我部 麻衣

上昇傾向

※ 愛知県警資料より引用



現状把握①
＜交通事故発生状況＞

発生件数 1,124件

死傷者数 1,277人

＜高齢者事故ワースト5＞

＜豊田市＞

順位 学区 人数

1位 広川台 15

2位
挙母

13
竹村

3位
元城

11
若林

※ 愛知県警資料より引用
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＜年齢別運転免許人口＞



現状把握②

崇化館地区 20.3％
豊田市 20.7％

＜高齢化率＞

12自治区

＜崇化館地区＞

朝日小学校
挙母小学校
元城小学校

＜小学校＞

平成３０年 6月 10日
作成者：照屋 圭佑

＜崇化館地区＞



平成３０年 6月 26日
作成者：栁 美由紀

現状把握②

【平芝】

高齢者事故ワースト
2位 挙母小学校区

豊田市駅から
少し離れたところに

ある住宅街で、
スーパーや公共交通
機関が少ない地域

【一区】

高齢者事故ワースト
3位 元城小学校区

豊田市中心部に
近く、スーパーや
公共交通機関が

発達している地域

＜自動車運転状況＞＜アンケート実施＞
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平成３０年 7月 6日
作成者：曽我部 麻衣

現状把握② ＜アンケート結果＞

＜運転の頻度＞
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＜年齢の割合＞
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（複数回答）

n=11

＜運転以外の移動手段＞

９人

4人

7人 7人

5人

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

（複数回答）n=11

＜運転の目的＞

はい

64％

いいえ

9％

未記入

27％

n=11

＜運転に自信はあるか＞

はい

36％

いいえ

64％

n=11

＜自主返納の予定があるか＞

平芝



平成３０年 7月 6日
作成者：曽我部 麻衣現状把握②

一区

＜アンケート結果＞
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（複数回答）

＜運転以外の移動手段＞
n=6

はい

67％

いいえ

33％

n=6

＜運転に自信はあるか＞

はい

33％
いいえ

67％

n=6

＜自主返納の予定があるか＞



課題の明確化 （現状レベルと要望レベルの把握、ギャップの明確化）

ギャップシート（攻め所の明確化）

把握項目 現状 ありたい姿 ギャップ 攻め所

①車を運転しなくても生活を続けるために

公共交通機関の
利用について

・公共交通機関を利用せず
に車を運転している。

・公共交通機関を利用する
ことが少なく、徒歩や
自転車で移動している。

・気軽に公共交通
機関を利用して
ほしい。

・地域の人が交通機
関の利用の情報が
周知されていない。

・交通機関を使う
魅力が分からない。

・情報を調べ
提供する。

買い物について
・車に乗って買い物に

行っている。

・車に乗らなくて
も買い物に困ら
ない生活を送る
ことができる。

・宅配、移動販売など
のサービスを知らな
い。

・移動販売、通販
などの情報を
提供する。

②車を運転し続けるために、事故を起こさないために

駐車場について
・不安ながら駐車や運転

をしている。
・安全に車を駐車

したい。
・安全に駐車できる

場所を知らない。

・広い駐車場が
ある場所など
情報提供する。

運転について
・75歳を超えても仕方

なく運転している。

・自分の能力に見
合った運転方法
を身につける。

・自分の運転技術に
自信がある。

・安全運転講習へ
の参加を促す。

平成３０年 7月 15日
作成者：西尾 玲美



方策の立案

平成３０年 7月 24日
作成者：栁 美由紀

方策案（アイデア） 期待効果

1 広くて停めやすい駐車場を探す。 〇

2 バス停を見に行き、利便性を確認する。 〇

3 バスの時刻表を調べる。 〇

4 バスの乗り継ぎがしやすい時刻になっているか確認する。 〇

5 バスマップを作成する。 〇

6 高齢者が使いやすい宅配業者を調べる。 〇

7 宅配サービスのパンフレットを作成する。 〇

8 作成したバスマップや宅配サービスのパンフレットを自治区の老人会で配布する。 〇

9 高齢者ドライバーから意見を聞く。 〇

10 自治区で出た豊田市の公共交通機関に関する意見を行政に伝える。 △

11 事故発生多発地点など危険箇所を調べる。 △

12 安全運転者講習の受講を自治区の老人会や地域の方に伝える。 △

〇、△、×で判定（×は不採用）


Sheet1

				方策案（アイデア） ホウサク アン		期待効果 キタイ コウカ

		1		広くて停めやすい駐車場を探す。 ヒロ ト チュウシャジョウ サガ		〇

		2		バス停を見に行き、利便性を確認する。 テイ ミ イ リベンセイ カクニン		〇

		3		バスの時刻表を調べる。 ジコクヒョウ シラ		〇

		4		バスの乗り継ぎがしやすい時刻になっているか確認する。 ノ ツ ジコク カクニン		〇

		5		バスマップを作成する。 サクセイ		〇

		6		高齢者が使いやすい宅配業者を調べる。 コウレイシャ ツカ タクハイ ギョウシャ シラ		〇

		7		宅配サービスのパンフレットを作成する。 タクハイ サクセイ		〇

		8		作成したバスマップや宅配サービスのパンフレットを自治区の老人会で配布する。 サクセイ タクハイ ジチク ロウジンカイ ハイフ		〇

		9		高齢者ドライバーから意見を聞く。 コウレイシャ イケン キ		〇

		10		自治区で出た豊田市の公共交通機関に関する意見を行政に伝える。 ジチク デ トヨタシ コウキョウ コウツウ キカン カン イケン ギョウセイ ツタ		△

		11		事故発生多発地点など危険箇所を調べる。 シラ		△

		12		安全運転者講習の受講を自治区の老人会や地域の方に伝える。 アンゼン ウンテン シャ コウシュウ ジュコウ ジチク ロウジンカイ チイキ カタ ツタ		△
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○、△、×で判定（×は不採用）


方策案（アイデア）期待効果


1マッピングを活用する○


2ユマニチュードを学ぶ○


3認知症の勉強会をする○


4食事の勉強会を行う△


5手作りのおやつを作る○


6職員会議で認知症高齢者介護の６原則の勉強会をする○


7認知症高齢者介護の６原則をロッカールームに貼る○


8各部署ミーティング時に認知症高齢者介護の６原則を唱和○






最適案の追究
効
果

即
効
性

コ
ス
ト

評
価
点

ラ
ン
ク一次手段 二次手段 三次手段

公共交通機関
を上手に活用
する

バス路線を有効に
活用する

バス停に出向いて、
使いやすさを調査する

〇 〇 ◎ 7 3

車
に
頼
り
す
ぎ
る
こ
と
な
く
生
活
す
る
た
め
に
は

乗り継ぎ時間を把握
できる

◎ 〇 ◎ 8 2

目的地別にバス
路線を把握する

目的地別のバスマップを
作成する

◎ 〇 〇 7 3

集会等で周知、説明する ◎ ◎ ◎ 9 1

車を使わなく
ても買い物が
できる

宅配サービスを
利用する

高齢者が使いやすい
宅配業者を調べる

◎ ◎ ◎ 9 1

案内パンフレットを
作成し配布する

◎ ◎ ◎ 9 1

家族や知人、介護
サービスの力を
借りる

介護サービス、
インフォーマルサービス
の紹介

○ △ 〇 5 4

運転事故の
リスクを
減らす

高齢者運転の
リスクを知る

安全運転講習への参加を
促す

○ △ △ 4 5

車で利用しやすい
店の把握

停めやすい駐車場を
調べる

〇 〇 ◎ 7 3

◎＝3点 〇＝2点 △＝１点
平成３０年 8月 11日
作成者：望月 誠



最適案の実施①

平成３０年 9月 3日
作成者：曽我部 麻衣

＜平芝自治区 バスマップ＞

①バスの行先表示を見て、行き先を確認
します。

②バスの後ろのドアから乗車します。

③現金でご利用の場合は、整理券を取り
ます。ＩＣカードをご利用の場合は
カードを読み取り部にタッチします。

④降りるバス停が近づいて来たら、ブザー
を押します。

⑤運賃は整理券と同じ番号を確認します。
※運賃箱からはおつりは出ませんので、

両替が必要な方は両替機をご利用
ください。

⑥確認した運賃と整理券を運賃箱に入れ
ます。ＩＣカードをご利用の場合は
カードを読み取り部にタッチします。

⑦バスの前のドアから降ります。

バスの乗り方

豊田市駅・新豊田市駅 バス乗り場案内

バス路線

とよたおいでんバス 保見・豊田線

とよたおいでんバス 藤岡・豊田線
（加納経由）

名鉄バス 星ヶ丘・豊田線
（新屋経由）

中心市街地玄関口バス

とよたおいでんバス さなげ・足助線

とよたおいでんバス 小原・豊田線
藤岡・豊田線（西中山経由）

栄町 バス停

豊田市駅方面行き

医療センター方面行き



最適案の実施②

メグリア セントレ
商品お届けサービス

「サービスカウンター」で手続きを
します！分かりやすく教えますよ！

「ポーターサービス実施中」
の看板が入り口にあります。
お休みの日もあるので、確認
してくださいね！

平成３０年 9月 12日
作成者：嶋村 好美



最適案の実施②

メグリア トヨタ生活協同組合
見守りサービス付き個人宅配

写真や文字を大きくした
「見やすいカタログ」を
用意しています！

〈高齢者サポート〉

① 見守り
配達時に異変を発見したら
地域包括支援センターに
連絡します！

② らくらく注文

③ 見やすい専用カタログ
配送担当者が直接注文を
お聞きし、注文書へ記入の
お手伝いをします！

平成３０年 9月 12日
作成者：嶋村 好美



最適案の実施②

スーパーやまのぶ とくし丸
移動スーパー

「やまのぶに置いてある物は
ほとんど揃ってますよ！」

「その場で現金で支払うので、
分かりやすいわよ」

「欲しい用品を頼んでおくと、
次回持って来てくれるの」

平成３０年 9月 14日
作成者：望月 誠



最適案の実施②

平成３０年 9月 24日
作成者：嶋村 好美

＜宅配サービスマップ＞



最適案の実施②

平成３０年 9月 24日
作成者：嶋村 好美

＜高齢者に優しいお店マップ＞



最適案の実施③

平成３０年 9月 20日
作成者：曽我部 麻衣

＜駐車場情報一覧＞

地上：2台
地下：1台

車止めブロック：あり

駐車場の幅：やや広い

駐車しやすさ：◎

小坂町2-60 TEL:36-0206

アーケード：なし

⑨ドミー 毘森公園店



平成３０年 9月 30日
作成者：栁 美由紀

最適案の実施④

バスマップ、駐車場情報、
宅配サービスパンフレット配布

平成30年9月26日
平芝自治区 日之出会

＜高齢者クラブ周知活動＞



平成３０年 10月 3日
作成者：望月 誠

効果の確認

○宅配サービスについて知らない方が多く、新しい社会資源
についてお知らせすることができた。

○バス路線や病院、スーパーなどのよく出かける場所を
載せたバスマップを作成することで、車以外の公共交通
手段をお知らせすることができた。

○スーパーや公共施設の駐車場情報を載せることにより、
停めやすい駐車場をお知らせすることができた。

○宅配サービスのチラシやバスマップについて自治区の
老人会で配布し意見を頂くことで、興味を持っていただく
ことができた。



波及効果

平成３０年 10月 6日
作成者：嶋村 好美

○交通手段という切り口から、高齢者の生活の
実態を深く知ることができた。

○自分たちが地域の社会資源を理解することが
できた。

○ケアプランに活用できるような介護保険外の
社会資源を発掘できた。

○今後、平芝自治区だけでなく、崇化館地区
全体でも活用していくことができる。



歯止め

平成３０年 10月 15日
作成者：岡田 智子

内容
具体的方法

いつ どこで 誰が どうする

宅配サービス
チラシ、

バスマップ、
駐車場情報を

季刊誌
発行時

随時

出前講座
老人クラブ
担当利用者

包括、居宅
崇化館地区全体に

広めていく

宅配サービス
チラシ、

バスマップ、
駐車場情報を

今年度中 法人内 包括、居宅
法人内の

包括に配布

宅配サービス
チラシを

ささえあ
いネット
ワーク
会議時

ささえあい
ネットワーク

会議
包括

情報提供をして
協力店を増やす



反省とまとめ

平成３０年 10月 15日
作成者：照屋 圭佑

良かった点 反省すべき点

テーマ選定 豊田市独自の問題を扱うことができた 特になし

現状把握
地域が必要としている社会資源を

知ることができた
特になし

課題の明確化
現状と要望のレベルのギャップを

しっかりと把握できた
特になし

対策立案
実施

さまざまな角度から最適案を追求し、
取り組むことができた

追求に時間がかかり、実施が遅れた

効果の確認
自分たちの知らなかった地域の状況に

ついて気付くことができた
特になし

歯止め
今後も継続して取り組める内容に

なった
特になし
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